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第三者による解説・評価を含むWeb関連リンク集の自動生成

平野 健児 (210076)

北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

2004年 2月 13日
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本論文では，Web探索を行うユーザが欲しい情報を簡単にWebから獲得するために，ユー
ザが要求するキーワードに関連したWebページを収集し，関連リンク集を自動生成する
事を目的とする．また，自動収集されたWebページを提示するだけでは，ユーザが一つ
一つWebページを閲覧していかなければ，有用な情報がどこにあるのかわからない．そ
こで，各Webページに関する解説も提示する．本論文では，関連リンク集に掲載するに
ページ（以下，対象ページ）に関する解説はWebページ自身から取り出すのではなく，そ
のWebページにリンクをはっているページ（以下，参照ページ）から取り出す．これに
より，Webページ自身からは得られない第三者による記述をユーザに提示することがで
きる．また，Webページに関する記述を説明・評価などに分類し，ユーザにわかりやす
く提示する．また，関連リンク集をユーザに提示する際，掲載するページの収集・選別も
重要であるが，本論文ではリンク先ページの説明・評価の記述に重点を置く．
本システムは以下のステップにより構成される．

1. ユーザーによるキーワード入力

2. キーワードに関するページのURLの収集

3. 参照ページからの対象ページに関する記述の抽出

4. 得られた記述の説明文・評価文などへの分類

5. 関連リンク集の出力

最初に，ステップ１～３を行う．具体的には，まずユーザーがキーワードを入力する．キー
ワードをGooにかけ，キーワードに関する対象ページのURLを収集する．次に，各々の
対象ページの参照ページを収集する．収集の方法はGooのリンク先URL検索を用いて収
集する．
次にステップ４について述べる，本論文では，HTMLタグ及びサイト名を手掛かりと
した二つの方法でWebページに関する情報を抽出する．
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HTMLタグを用いた方法は，リストタグ，brタグ，テーブルタグ等を手掛かりに，アン
カー周辺にあるWebページの情報を抽出する．リストタグの場合，該当アンカーの前の
liタグから，該当アンカーの後ろの liタグまでをWebページに関する情報として抽出す
る．brタグは「アンカー＋文字列＋ br」が 3回以上並んでいる場合，この文字列をWeb

ページに関する情報として抽出する．テーブルタグの場合，アンカーを含むセルの右側の
セルにアンカー以外の文字列が記述されていれば，その文字列を参照箇所として取り出
す．また，テーブルの同じ列にアンカーと文字列が交互にある場合，該当アンカーの下の
セルにある文字列をWebページに関する情報として抽出する．
サイト名を手掛かりとした方法は，まず，対象ページのサイト名を特定する．具体的に
は，サイト名として対象ページのアンカーの文字列を抽出する．ただし，長い文字列は，
サイト名として抽出しない．また，サイト名を示す文字列は一つとは限らないので，複数
のアンカーからサイト名を複数抽出する．次にサイト名を手掛かりとしてWebページに
関する情報を抽出する．具体的には，サイト名の文字列の前にあるHTMLタグからサイ
ト名の文字列の後ろにあるHTMLタグまでをWebページに関する情報として抽出する．
次にステップ５について述べる．本論文では，参照ページから抽出した対象ページに関
する記述を「評価：利便」「評価：情報量」「評価：その他」「説明：機能」「説明：記述」
のカテゴリに自動的に分類する．カテゴリ「評価：利便」はWebページに関する利便性，
使い勝手といった記述を表す．「評価：情報量」はWebページの規模，情報量を含む記述
を表す．「評価：その他」は情報量と利便性以外の評価を含む記述を表わす．「説明：機能」
はWebページの機能について書かれた記述を表す．「説明：記述」はページの機能以外に
ついて書かれたページの説明を表わす．カテゴリの自動分類は，「説明：記述」を除く．そ
れぞれのカテゴリに対してパターンとの人手で作成された．パターンマッチングにより行
う．また，４つのカテゴリのいずれのパターンマッチにも失敗したときは，その記述のカ
テゴリを「説明：記述」とした．
本論文のシステムの評価実験を行った．参照ページから抽出された 467個の記述に対
し，カテゴリの自動分類を行った．カテゴリ [評価:利便]に対する精度は 0.8519，再現率:

0.766であった．[評価:利便]の場合は，精度は 0.8519，再現率は 0.7692であった．[評価:

その他]の場合，精度は 0.3125，再現率は 0.4167であった．[説明:機能]は精度 0.6442，再
現率 0.7614であった．[説明:記述]の場合は，精度 0.7797，再現率 0.7302であった．また，
全体の精度は 0.7410，再現率は 0.6617であった．
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